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角
館
（
山
田
敏
彦
会
長
）・
大
村

（
帯
屋
徹
会
長
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
密
接

な
交
流
を
続
け
て
30
年
に
な
る
の

を
記
念
し
、
こ
の
度
、
お
互
い
の

地
に
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

角
館
町
と
大
村
市
（
長
崎
県
）
の

縁
は
戊
辰
戦
争
に
遡
り
ま
す
。
大
村

藩
か
ら
新
し
い
日
本
を
創
る
た
め
、

角
館
戦
線
に
援
と
し
て
派
兵
さ
れ
、

戦
死
し
た
大
村
藩
士
浜
田
謹
吾
少
年

他
７
名
は
、
角
館
町
久
米
山
常
光
院

に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
ク
ラ
ブ
が
こ
の
縁
を
大
切
に

し
「
友
人
を
思
う
心
で
、
今
後
も

末
永
く
交
流
を
続
け
た
い
」
と
願

い
が
込
め
ら
れ
た
記
念
碑
は
、
伝

承
館
前
の
広
場
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

12
月
１
日
、
神
代
小
学
校
で
改

築
を
記
念
し
た
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
親
睦
団
体
「
森
腰
さ
く

ら
の
会
」（
高
橋
博
会
長
）
が
行
う

活
動
の
一
環
と
し
て
企
画
し
、
全

校
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
苗
木
は
、
山
梨
県
北

杜
市
「
実
相
寺
」
国
指
定
天
然
記
念

物
、
樹
齢
２
千
年
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
」
の
種
か
ら
育
成
し
た
も
の
。

　

会
員
か
ら
指
導
を
受
け
植
樹
作

業
を
終
え
た
子
供
た
ち
を
代
表
し
、

６
年
生
の
津
嶋
将
太
君
が
「
力
を

合
わ
せ
大
切
に
育
て
、
共
に
新
し

い
伝
統
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
紙
風
船
館
で
桧
木
内

地
域
運
営
体
（
橋
本
左
武
郎
会
長
）

に
よ
る
「
桧
木
内
地
域
産
業
振
興
推

進
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
特
産
手
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
や
「
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
の

活
性
化
」
と
題
し
、
仙
北
市
産
業
研

究
所
地
域
資
源
活
用
専
門
員
泉
牧

子
さ
ん
、（
有
）
秋
田
三
七
三
共
同

ビ
ル
事
業
部
代
表
取
締
役
鈴
木
勝

男
さ
ん
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「森腰さくらの会」神代小学校
　校舎改築記念し桜植樹

桧木内地域運営体
　桧木内地域産業振興推進の集い

地
域
特
産
手
作
り
コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

お
菓
子
の
部　

金
賞　

布
谷
裕
美
子
「
佐
々
右
ェ
門
さ
ん
ち
の
ゆ
め
お
ば
こ
と

西
明
寺
栗
の
コ
ラ
ボ
（
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
）」 

銀
賞　

 

若
松
田
鶴
子
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ジ
ャ
ム
」
漬
け
物
の
部　

金
賞　

橋
本
敦
子
「
カ
ブ
漬
け
」 

銀
賞　

橋
本

ヨ
リ
ヱ
「
ア
ケ
ビ
の
山
ぶ
ど
う
漬
け
」
惣
菜
の
部　

 

金
賞  

門
脇
時
代
「
巻
き

ず
し
」
銀
賞　

門
脇
時
代
「
ホ
ー
レ
ン
草
ゆ
べ
し
」

　

11
月
29
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁

舎
で
、「
災
害
等
発
生
時
に
お
け
る

生
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
処
理
等

の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
仙
北

市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
利
用

組
合
（
後
藤
悦
朗
組
合
長
）
と
、「
災

害
等
発
生
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
処
理
等
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
仙
北
市
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
利

用
組
合
（
齊
藤
和
男
組
合
長
）
と

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
度
に
わ
た
り
、
豪
雨

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

流
出
物
被
害
、　

生
し
尿
や
・
浄
化

槽
か
ら
汚
泥
が
流
出
の
被
害
な
ど

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
災
害

発
生
時
、
生
活
環
境
の
維
持
を
図

る
た
め
、
市
の
要
請
に
よ
り
こ
れ

ら
の
被
害
に
、
両
組
合
の
専
門
技

術
と
機
材
で
、
迅
速
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害時に迅速対応
　市内２組合と協定を締結 角館・大村ロータリークラブ

　姉妹クラブ締結 30 周年
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仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
の
会

員
が
、
11
月
に
市
内
５
地
区
（
生

保
内
、
角
館
、
中
川
、
西
明
寺
、

桧
木
内
）
の
高
齢
者
世
帯
と
市
内

全
小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
秋
田
県
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
と
一
丸
と
な
っ
て

展
開
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え

ま
す
。
交
通
事
故
防
止
に
い
っ
そ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
２
日
、
角
館
西
保
育
園
で

平
成
縄
綯
塾
（
菅
原
誠
晃
塾
長
）

の
皆
さ
ん
が
餅
つ
き
出
前
講
座
を

開
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
重
い
杵
を
二
人
一

組
で
持
ち
、
掛
け
声
と
共
に
一
生

懸
命
に
餅
つ
き
を
体
験
。
自
分
た

ち
で
作
っ
た
お
餅
は
格
別
の
よ
う

で
、
い
ち
ご
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
大

福
餅
、
き
な
粉
餅
、
ご
ま
餅
な
ど

あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
園
児
た
ち
に
押
し
餅
が
、

お
土
産
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会
が
11

月
24
日
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
で
開

催
さ
れ
、
市
内
の
交
通
安
全
関
係
者

や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
に
功
績
が
あ
っ
た
３
個

人
、
１
団
体
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
警

察
官
の
制
服
を
着
た
に
こ
に
こ
保
育

園
児
の
呼
び
か
け
や
、
交
通
安
全
母

の
会
に
よ
る
「
友
だ
ち
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
」
の
寸
劇
を
被
露
、　

最
後
に
「
飲

酒
運
転
の
気
配
を
許
し
ま
せ
ん
。
無

謀
な
運
転
を
追
放
し
ま
す
」
な
ど
の

大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　高橋さんは長年にわたり納
税貯蓄組合長として納税思想
普及に貢献されました。現在、
仙北市納税貯蓄組合連合会長、
仙北地域納税貯蓄組合連合会
副会長として活躍中です。

 　11 月 24 日、　 角 館 赤 十 字
奉仕団 ( 高橋淑江委員長 ) が芸
能ボランティアに来苑しまし
た。また、利用者の為にと寄
付もいただきました。 ありが
とうございます。

　

11
月
27
日
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ

ン
で
、
仙
北
「
若
者
会
議
」（
芳
賀

高
士
代
表
）
が
地
元
角
館
出
身
の

画
家
「
小
田
野
直
武
」
を
題
材
に

自
主
制
作
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
市

長
ら
も
参
加
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
仙

北
市
の
魅
力
に

つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
誓
う

交
通
安
全
功
労
表
彰
者
・
団
体
（
敬
称
省
略
）　

▽
個
人　

白
川
フ
ミ
子
（
西
木
町
）、
佐
藤
公
平
（
田
沢
湖
町
）、
茂
木
俊

彦
（
角
館
町
）
▽
団
体　

交
通
安
全
母
の
会　

生
保
内
支
部

小
田
野
直
武
に
ス
ポ
ッ
ト

　
自
主
制
作
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

園児たちが餅つき体験
平成縄綯塾出前講座

納税功労で
大曲税務署長表彰
  高橋達さん ( 卒田字荒町 )

かくのだて桜苑ボランティア
　角館赤十字奉仕団

仙北市交通安全母の会
子どもと親・高齢者
交通安全意識啓発事業
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仙
北
市
市
制
５
周
年
記
念　
仙
北
市
民
会
館
自
主
事
業

奄
美
の
島
唄

東だ

し風
と
東は

え風
が
出
会
う
と
き

三
味
線
で
唄
う
伝
統
的
「
島
唄
」

バ
ン
ド
編
成
で
の
モ
ダ
ン
な
「
シ
マ
ウ
タ
」

民
謡
日
本
一
に
輝
く
奄
美
大
島
の
唄
者
二
人

ファイナルファンタジーＸ
の主題歌「素敵だね」、千
と千尋の神隠しの「白い龍」
をはじめ島唄の新しい形を
作っている歌姫

奄美の唄者 ( うたしゃ ) と
して、常に第一線で活躍し、
伝統と創造を続け、今なお
新しい世界に挑み続ける
トップランナー

築地俊造ＲＩＫＫＩ

菅原弘明（ｇｔ） 大木彩乃（ｐｆ）

中原信夫（ＥＢ） 佐藤貴子（Ｄｒ）

会場       仙北市民会館
平成 23 年 1 月 16 日（日）
開場 13:00　開演 13:30
前売り一般 1,000 円　当日 1,200 円
高校生以下は無料（市内学校で申込書配布）

奄美の島唄をプロデュース
菅 原 弘 明 さん（角館町出身） 

奄
美
大
島
の
唄
者
二
人

　
「
出
演
す
る
二
人
は
日
本
民
謡
大
賞
に

輝
く
島
唄
の
唄
い
手
。
築
地
俊
造
さ
ん
は
、

第
一
人
者
と
し
て
国
内
外
で
活
躍
す
る
方

で
す
が
、
洋
楽
器
と
島
唄
を
合
わ
せ
た
り

新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
歌
声
は

い
か
に
も
男
性
的
、
動
物
的
な
力
強
さ
が

あ
り
、
島
唄
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ッ
ク
調
の

楽
曲
に
も
、
と
て
も
合
っ
て
い
ま
す
」

　
「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
も
大
賞
を
史
上
最

年
少
（
15
歳
）
で
獲
得
す
る
実
力
者
。
彼

女
が
歌
う
島
唄
は
女
性
ら
し
く
繊
細
。

ポ
ッ
プ
ス
に
も
上
手
に
合
う
と
思
い
ま
し

た
。
奄
美
の
島
唄
は
裏
声
の
こ
ぶ
し
や
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
独
特
で
、
自
分
が
考
え
て

い
た
「
日
本
人
に
合
う
音
楽
」
を
島
唄
の

中
で
見
つ
け
た
気
が
し
ま
し
た
」
と
お
二

人
を
紹
介
す
る
菅
原
さ
ん
。

今
の
島
唄
、
伝
統
の
島
唄　

　
「
奄
美
で
は
島
唄
を
み
ん
な
が
唄
う
。

島
唄
も
流
行
歌
も
今
の
文
化
と
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
島
唄
で
町
お
こ
し
も
行
わ

れ
て
い
て
、
上
手
く
物
産
と
絡
め
た
動
き

も
あ
り
ま
す
」
奄
美
で
は
民
謡
、
島
唄
が

今
も
、
す
ぐ
身
近
で
唄
い
継
が
れ
る
も
の

だ
と
か
。

　

現
在
、
選
曲
や
ア
レ
ン
ジ
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
、
作
業
を
進
め
て
い
る
菅
原
さ
ん
。

会
場
で
も
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
一
員
と
し

て
、
奥
様
で
あ
る
大
木
彩
乃
さ
ん
と
共
に

参
加
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
「
当
日
は
島
唄
を
初
め
て
聞
く
方
も
楽

し
め
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
筑
地
さ

ん
、
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
が
歌
う
、「
伝
統

の
島
唄
」、「
ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
調
の
島

唄
」
な
ど
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1960 年角館町生まれ、シンセサイザー
オペレーターとして坂本龍一、高橋幸
宏他のレコ―ディングに参加後、アレ
ンジャー、プロデューサーとして個性
的な作品を制作。現在も様々なプロ
ジェクトに参加。奄美大島の民謡のア
レンジでも高い評価を得ている。

写真は奥様の大木彩乃さんと

に「奄美の島唄」について
お話を伺いました。

問合せ　仙北市民会館　℡ (43)3143

入場券販売のお休みについて
○市役所各庁舎は土日、祝祭日○市民会館は月曜日○市
民会館及び市役所各庁舎は、年末年始の 12 月 29 日から
1 月 3 日まで。※市役所関係以外の販売所についてはお
手数ですが各店舗までお問い合わせください。
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「
貞
子
さ
ん
の
踊
り
だ
ば
、
手
の
さ

ば
き
・
足
の
つ
き
方
が
、
と
て
も
綺

麗
だ
っ
た
」
と
小
松
歌
子
さ
ん
（
角

館
出
身
、
88
歳
。
現
在
大
仙
市
で
民

踊
教
師
）。

　
「
普
段
は
お
ば
あ
さ
ん
な
ん
だ
け

ど
、
舞
台
に
立
つ
と
、
若
い
人
が
及

ば
な
い
く
ら
い
身
軽
に
踊
る
。
手
つ

き
な
ん
か
、
と
て
も
厳
し
く
教
え
ら

れ
ま
し
た
」
と
田
沢
湖
の
高
橋
キ
ヌ

子
さ
ん
（
78
歳
）。
キ
ヌ
子
さ
ん
は
当

時
、
中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
。
貞

子
と
同
じ
舞
台
を
踏
み
、
貞
子
か
ら

直
接
踊
り
の
指
導
を
受
け
た
最
後
の

世
代
で
す
（
現
在
、
高
橋
キ
ヌ
子
社

中
と
し
て
活
躍
）。

　
「
飾
山
囃
子
の
手
踊
り
が
今
あ
る
の

は
、
貞
子
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
、
も
っ
と
も
っ
と
語
ら

れ
な
き
ゃ
と
思
う
ん
で
す
よ
」
と
、

角
館
お
や
ま
ば
や
し
清
友
会
の
根
岸

正
幸
さ
ん
（
38
歳
）。

　

貞
子
が
仙
北
芸
能
の
発
展
に
果
た

し
た
役
割
の
正
当
な
評
価
が
急
が
れ

ま
す
。

　「秋田おばこの女王」として全国を
30 年ほどまわった佐藤貞子は、現役
引退後、故郷の仙北へ戻ってきます。
晩年の３年間、貞子は祭典の余興舞
台の出演のほか、踊りの大師匠とし
て師匠格の人々へ手踊りを指導しま
した。

佐
藤
貞
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

日　

時　

平
成
23
年
１
月
23
日
（
日
）
13:

00
～
16:

00

会　

場　

わ
ら
び
劇
場　

入
場
無
料

第
１
部　

記
念
講
演 

浅
利
香
津
代

                  「
佐
藤
貞
子
の
魅
力 

ー
貞
子
を
演
じ
て
ー
」

第
２
部　

芸
能
発
表　

ー
貞
子
に
さ
さ
ぐ
ー　

　
　
　
　

 

市
内
の
民
謡
・
芸
能
・
芸
術
団
体
出
演　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
佐
藤
貞
子
と
秋
田
民
謡
」

日　

時　

平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）
13:

00
～
16:

00

会　

場　

た
ざ
わ
こ
芸
術
村
（
ゆ
ぽ
ぽ
本
館
「
紫
苑
」）
入
場
無
料

主　

催　

仙
北
市
伝
統
文
化
活
性
化
委
員
会

　
　
　
　

代
表　

大
山
文
夫(

仙
北
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
）

事
務
局　

一
般
財
団
法
人
民
族
芸
術
研
究
所

　
　
　
　
　
　

44-

３
９
０
３

佐  

藤  

貞  

子

郷
土
が
生
ん
だ
「
秋
田
お
ば
こ
」
の
女
王

踊りを教わった方 （々中央が高橋キヌ子さん） 

 没後 60 年

当時を語ってくれました

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

かくのだて
Ｆ．Ｃ

　
「
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」

に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
10
月

29
日
、
東
京
都
港
区
六
本
木
ヒ
ル

ズ
に
て
行
わ
れ
た
こ
の
フ
ェ
ア
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
者
が
、
映
画
・

ド
ラ
マ
・
Ｃ
Ｍ
制
作
会
社
の
方
々

に
主
に
地
元
の
ロ
ケ
候
補
地
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
。　
「
大
奥
」「
悪

人
」「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」な
ど
ビ
ッ

グ
タ
イ
ト
ル
の
映
画
を
支
援
し
た

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
肩
を

並
べ
て
、
仙
北
市
を
宣
伝
し
て
き

ま
し
た
。
武
家
屋
敷
だ
け
で
な
く
、

田
沢
湖
、
西
木
の
昔
の
ま
ま
の
み

ず
み
ず
し
い
風
景
に
、
多
く
の
方

が
関
心
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
９
月
仙
北
市
で
撮

影
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「
上
条
麗
子
の

事
件
推
理
８
」。
Ｂ
Ｓ
―
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で

今
月
放
送
予
定
で
し
た
が
、
都
合

に
よ
り
放
送
日
が
遅
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
放
送
日
時
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）

TEL 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/


